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留意事項

2

• 本トレーニングは、「気候変動：経験者向け」 セッションです。
すでに初めて開示をされる場合は、
別セッション「気候変動：初心者向け」をご確認ください。

• よくあるご質問は動画終盤でご確認いただけます。
その他ご質問は、CDPヘルプセンターへお問い合わせください。

• 本トレーニングの無断掲載は禁止しております。



アジェンダ

はじめに：CDPを通じた環境情報開示のインパクト
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ベストプラクティスと主なリソース 
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開示経験者向け重要データポイント

•  再生可能エネルギー 

•  排出削減目標

•  スコープ3の報告

•  サプライチェーンに関する質問

•  その他の高度なデータポイント



はじめに
CDPを通じた環境情報開示のインパクト
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CDPを通じた環境情報の開示が世界的に増加
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4,400+：2025年に
初めて回答した企業数

22,100+ ：世界の時価
総額の３分の2に相当する
企業が開示。

生物多様性 水セキュリティ プラスチック フォレスト気候変動開示企業数（合計）

環境課題別の開示企業数（2025）

年

開
示

企
業

数

生物多様性 水セキュリティ プラスチック フォレスト気候変動開示企業数（合計）

環境課題別の開示企業数数（2025）



開示の主なメリット
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資金調達環境の改善し、
サプライヤーとしての地位を向上

リスク管理と新たな機会の創出で、
業競争力を強化

コンプライアンス基準への整合

年間支出額が6.4兆米ドルに上る
250以上の購買企業が調達決定に
CDPのサプライヤーデータを利用
しています。

コスト削減：カーボンフットプリント
管理の改善により、資源消費の削減、
廃棄物の削減、および業務効率の向上
が期待できます。 

CDPの開示プラットフォームは、
購買企業や投資家にとって情報
の整合性を高めます。



7

図：IPCC 2022. 『気候変動の緩和』、6th AR.図：国連 2023年。第1回グローバル・ストックテイク技術対話。

2030年までに、約970兆円の
資産が気候変動リスクに直面6.1兆ドル

開示企業が認識している
機会は208兆円を超える1.3兆ドル

気候変動の情報開示はなぜ必要か

統計：CDP『The 2025 Disclosure Dividend』（2025年）統計：CDP『The 2025 Disclosure Dividend』（2025年）
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GRIの「気候変動：102」、「エネ
ルギー：103」、「水・排水：303」

に一部準拠

2024年よりIFRS S2
基準に準拠

ESRS E1との相互運用性が
極めて高い。

整合性を高めており、
完全な整合に向けて進展中

整合済み 整合性の拡大

世界中の基準に準拠した開示を可能にする
CDPは、基準を組織が活用できる具体的な形に変換します。回答し、実行すべき質問やデータポイントを
提供し、この質の高いデータを単一のデータセットとしてステークホルダーや市場に還元します。

2018年よりTCFDの提言に
準拠



10月26日の週：スコアリング
対象外となる回答提出期限

9月14日の週6月15日の週

4月20日週
質問書データベース

の公開

2026年の開示スケジュール
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3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

準備期間 開示期間 知見へのアクセス

11月30日の週
2026年のスコアが
CDPポータルで公開スコアリング

対象となる
回答提出期限

CDPポータルが
開示企業向けに

オープン

CDP開示サイクル2026

CDP開示サイクル2026

https://cdp.net/en/disclosure-2026
https://cdp.net/ja/disclosure-2026
https://cdp.net/ja/disclosure-2026
https://cdp.net/ja/disclosure-2026
https://cdp.net/ja/disclosure-2026


コーポレート質問書：完全版
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特定の環境課題に特化した
モジュール

モジュール1
イントロダクション

モジュール2
 依存、インパクト、リスク、機会の特定、評価、および管理

モジュール3
リスクと機会の開示

モジュール4
ガバナンス

モジュール5
事業戦略

モジュール6
環境パフォーマンス – 連結アプローチ

モジュール7
環境パフォーマンス – 気候変動

モジュール8
環境パフォーマンス – フォレスト

モジュール9
環境パフォーマンス – 水セキュリティ

モジュール11
環境パフォーマンス – 生物多様性

モジュール10
環境パフォーマンス – プラスチック

モジュール12
環境パフォーマンス – 金融サービス

モジュール13
追加情報・最終承認

統合モジュール

統合モジュール

業種別
モジュール
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2026年の主な変更点
完全版質問書 – 気候変動

CDP開示 2026

トピック 変更点の概要

エネルギー
【すべての開示企業】

「エネルギー関連活動」セクションが更新され、GHGプロトコルとの
整合性が強化され、各質問における低炭素エネルギーおよび再生
可能エネルギーの報告の一貫性が確保されました。

エネルギー
【RE100メンバーのみ】

RE100メンバーに対しては、再生可能電力の時間単位マッチング、
契約期間およびバイオマス燃焼に関する情報の提供が求められる
ようになりました。

土地セクター・炭素除去基準
(LSRS）

GHGプロトコルの土地セクター・炭素除去基準（LSRS）およびガイダ
ンスとの整合に備え、組織は土地セクターの活動および炭素除去が自
社に関連するかどうかを明示できるようになりました。
旧GHGプロトコル「農業ガイダンス」に関連する既存の質問項目に
ついては、変更はありません。

https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026#prepare-to-disclose
https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026#prepare-to-disclose
https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026#prepare-to-disclose
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B

B-

A

A-

C

C-

D

D-

Aリスト 
ベストプラクティスの透明性と実績

リーダーシップ
ベストプラクティスの実装

マネジメント
環境問題に対して

協調的な取り組みを実施

認識
環境への影響および

環境が及ぼす影響を認識

情報開示
環境への影響の開示

CDPスコアについて

各スコアは、報告年度中に企業が環境への

影響を評価・管理するために実施したと報告

された取り組みのレベルを示しています。

一部の購買企業は、CDPスコアリングの提出期限
までに回答するよう、サプライヤーに推奨しています。
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B

B-

A

A-

C

C-

D

D-

必須要件に関する最新資料
• 気候変動 （英）
• 水セキュリティ（英）
• フォレスト（英）

必須要件の適用
企業が次の評価レベルに進むためには、

まず各レベルで定められた最低限の要

件を満たすことが前提となります。

Aリスト
ベストプラクティスの

透明性と実績

リーダーシップ
ベストプラクティスの実装

マネジメント
環境課題に対して協調的な対応を実施

認識
環境への影響および

環境が及ぼす影響を認識

情報開示
環境への影響を開示

認識レベルの全ての

必須要件を満たす

マネジメントレベルの

全ての必須要件を満たす

リーダーシップレベルの

全ての必須要件を満たす

Aリストの全ての

必須要件を満たす

https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4PBCwVfqZlXx1iX02iPvD2/808c2caaa6c5380e3908f4b7d90827b6/CDP_Climate_Change_Scoring_Essential_Criteria_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4PBCwVfqZlXx1iX02iPvD2/808c2caaa6c5380e3908f4b7d90827b6/CDP_Climate_Change_Scoring_Essential_Criteria_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/7LfdkbDtB12Zb7kQV6wpEX/57e6671513e9924de763600998e8a781/CDP_Water_Security_Scoring_Essential_Criteria_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/7LfdkbDtB12Zb7kQV6wpEX/57e6671513e9924de763600998e8a781/CDP_Water_Security_Scoring_Essential_Criteria_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/7ecyuVROpIEnWBsl8MO4Am/b367eba9425ea9861b9d0c66c44e20bc/CDP_Forests_Scoring_Essential_Criteria_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/7ecyuVROpIEnWBsl8MO4Am/b367eba9425ea9861b9d0c66c44e20bc/CDP_Forests_Scoring_Essential_Criteria_2026.pdf


開示者向けロードマップ

フェーズ1：基盤の確立 フェーズ2：能力の構築 フェーズ3：パフォーマンス向上
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排出量の
算定・報告
および検証

排出削減目標の設定

排出削減の取り組み
を開始する。（再生可
能エネルギー導入等）

科学に基づく目標
（SBT）を設定し、
SBTイニシアチブの
認定を受ける

高度な排出量
算定を実施する

気候関連リスクに
対応し、排出削減
の取り組みを報告
する

排出量削減に向けて
取引先と連携・協働

CDPを通じて情報を開示する。 
（部分的な開示も可能）

本セッションの範囲：



重点分野 質問番号 ガイダンス

再生可能エネルギーおよび
低炭素エネルギー

7.30   7.30.1   7.30.15   
7.30.17

排出削減目標
7.53    7.53.1    7.53.2   

7.54

ベースラインを設定し、目標を設定することで、排出量を削減するための行動を
起こすという意志と、その野心レベルを示すことができます。
目標は科学に基づくものであることが望ましいです。

スコープ3 7.8

報告された排出量の検証 7.9 排出フットプリントを正確に算出するためには、その検証が不可欠です。

サプライチェーンに関する質問 7.45  7.26

協働の機会 5.12
取引先と協働して、取引先と自社の排出量を削減する方法を提案してください。
この協働により、業務の進め方に双方にとって有益な変化がもたらされる可能性
があります。

気候移行計画 5.2
気候移行計画を策定することで、貴組織が長期的な地球規模の気候目標に沿って
行動しており、ネットゼロカーボン経済においても貴組織のビジネスモデルが引き
続き有効であることを取引先に示すことができます。

インターナル・カーボンプライス 5.10   5.10.1
環境への影響に社内でコストを設定することで、無駄な排出やエネルギー使用を
特定して効率化し、炭素税などの将来的な価格変動に備えることができます。

シナリオ分析 5.1   5.1.1   5.1.2
シナリオ分析は、持続可能な経済への移行の一環として、組織の事業戦略を策定
するための有益なツールと考えられています。

開示経験者向け重要データポイント



カーボンクレジット

モジュール7：
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指標と生産

エネルギー

排出量

目標

排出量削減活動、イニシアチブ、製品およびサービス

モジュール7
環境パフォーマンス – 気候変動モジュール1 – イントロダクション

モジュール2
依存、インパクト、リスク、機会の特定、評価、および管理

モジュール3
リスクと機会の開示

モジュール4
ガバナンス

モジュール5
事業戦略

モジュール6～12
環境パフォーマンス

モジュール13 – 追加情報・最終承認

スコープ3、排出量の検証、排出量の割り当て

再生可能エネルギー 

排出量削減目標と科学に基づく目標ニシアチブの検証

サプライヤーエンゲージメント、取引先との連携

詳細解説：気候変動重要データポイント



重要データポイント
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再生可能エネルギー 



ポイント：再生可能エネルギー
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再生可能エネルギーの使用状況を報告
することで、取引先はサプライヤーの

排出量の削減を追跡し、化石燃料への

依存度に関連するリスクのレベルを評価
することができます。

再生可能エネルギーとは、風力、太陽光、
水力、地熱、持続可能なバイオマス、海洋
(潮力および波力エネルギー)など、枯渇
しない資源から得られるエネルギーです。

化石燃料に由来している廃エネルギー

や水素はを含まれません

方法論： 

• すべてのエネルギーデータをメガワット時（MWh）で
入力する必要があります。生データがギガジュール（GJ）
や英国熱量単位（Btu）など、MWh以外のエネルギー単位
である場合は、MWhに換算する必要があります。

• 他のエネルギー単位からの換算係数は、IEAや
OnlineConversion.comなどの様々なオンライン計算
ツール、あるいはEPA AP-42（附属書A）などの換算表
から入手できます。

参考資料：

1. CDPウェビナー：再生可能エネルギー100%の達成
と取引先に波及する取り組みについて

2. CDPテクニカルノート：燃料データのMWhに換算
する方法
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完全版 
7.30

SME版
20.15

https://www.iea.org/reports/glossary-of-energy-units
http://www.onlineconversion.com/energy.htm
http://www.onlineconversion.com/energy.htm
http://www.onlineconversion.com/energy.htm
https://www3.epa.gov/ttn/chief/ap42/appendix/appa.pdf
https://www3.epa.gov/ttn/chief/ap42/appendix/appa.pdf
https://www3.epa.gov/ttn/chief/ap42/appendix/appa.pdf
https://www3.epa.gov/ttn/chief/ap42/appendix/appa.pdf
https://www3.epa.gov/ttn/chief/ap42/appendix/appa.pdf
https://www3.epa.gov/ttn/chief/ap42/appendix/appa.pdf
https://www3.epa.gov/ttn/chief/ap42/appendix/appa.pdf
https://vimeo.com/377785616
https://vimeo.com/377785616
https://vimeo.com/377785616
https://vimeo.com/377785616
https://vimeo.com/377785616
https://vimeo.com/377785616
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/477/original/CDP-Conversion-of-fuel-data-to-MWh.pdf?1610102176
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/477/original/CDP-Conversion-of-fuel-data-to-MWh.pdf?1610102176
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/477/original/CDP-Conversion-of-fuel-data-to-MWh.pdf?1610102176
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/477/original/CDP-Conversion-of-fuel-data-to-MWh.pdf?1610102176
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/477/original/CDP-Conversion-of-fuel-data-to-MWh.pdf?1610102176
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/477/original/CDP-Conversion-of-fuel-data-to-MWh.pdf?1610102176
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/477/original/CDP-Conversion-of-fuel-data-to-MWh.pdf?1610102176


2026年のエネルギー関連の質問番号

重要データポイント 完全版 SME版

総エネルギー消費量（再生可能＋非再生可能）
7.30
7.30.1

20.15
20.15.1 
20.15.2

スコープ2排出量（特に、スコープ2のマーケット基準排出量） 7.7 20.5

低炭素エネルギー目標
7.54
7.54.1

20.16.3

再生可能エネルギー発電 7.30.9 --

低炭素エネルギー消費 
（国別・エネルギー源別内訳）

7.30.15* 
7.30.17*

--

*2025年から質問番号の変更あり
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質問

7.30

貴組織がどのエネルギー関連活動を行ったか
選択してください。 

7.30.1

貴組織のエネルギー消費量合計 (原料を除く)
をMWh単位で報告してください。

関連項目

7.30で選択したエネルギー関連活動によって、
後続の質問で回答を求められるエネルギーの内訳
が決まります。

理由

これらの質問は、排出量算定に不可欠な、貴組織の
エネルギー消費量に関する情報を取引先に提供し
ます。この質問を通して、貴組織の総エネルギー消
費量を開示し、再生可能エネルギーと非再生可能エ
ネルギーを区別することができます。

ガイダンス

購入または取得した電力、蒸気、熱、冷房に関する
情報は、『GHGプロトコル スコープ2ガイダンス』の
5.3.1節および付録Aに記載されています。 

https://ghgprotocol.org/scope-2-guidance
https://ghgprotocol.org/scope-2-guidance
https://ghgprotocol.org/scope-2-guidance
https://ghgprotocol.org/scope-2-guidance
https://ghgprotocol.org/scope-2-guidance
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関連項目

この質問は、7.30.1の「購入または取得した電力の
消費」の列において、「再生可能エネルギー源からのエ
ネルギー量（単位：MWh）」または「非再生可能エネル
ギー源のうちゼロまたはほぼゼロ排出源からのMWh」
のいずれかの欄にゼロより大きい数値を報告した場合
のみ表示されます。 

理由

これらの質問は、低炭素エネルギーの積極的な調達に
関する貴組織の詳細について、情報を求める取引先に
対して透明性を高めるものです。 

ガイダンス

CDPでは、エネルギー関連の報告を支援するための
テクニカルノートをいくつか提供しています。
「情報開示の方法」ページから、バイオ燃料や燃料の
定義などに関するCDPのテクニカルノートをご参照
ください。

質問

7.30.15

報告年度において、ゼロ排出またはほぼゼロ
排出の排出係数で算定した電力購入の詳細を
記載してください。

7.30.17

報告年における貴組織の低炭素熱、蒸気、
および冷熱の購入について、国/地域別に
詳細をお答えください。

https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#technical-notes
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#technical-notes
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#technical-notes
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#technical-notes
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#technical-notes


重要データポイント
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排出削減目標
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ポイント：排出削減目標
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目標設定は、排出削減に取り組む意思を示

すとともに、環境戦略に方向性と枠組みを

提供します。 

排出削減目標の構成要素： 

• 目標の種類：
- 総量（トンCO2 e）
- 排出原単位（活動単位当たりのCO2 eトン）

• 基準年
• 目標年
• 対象範囲
• 基準年からの削減目標（％または Mt CO2 e）

ベストプラクティス：

• パリ協定の目標（地球温暖化を産業革命前比
で2℃を大幅に下回る水準に抑え、1.5℃に
抑えるための努力を追求すること）を達成す
るために必要な、最新の気候科学に沿った目
標を設定すること。

• 詳しくはSBTiのウェブサイトで詳細を参照。
23

完全版 
7.53 、7.53.1、7.53.2  

7.54 

SME 
20.16、20.16.1、

20.16.2

https://sciencebasedtargets.org/
https://sciencebasedtargets.org/faqs
https://sciencebasedtargets.org/faqs
https://sciencebasedtargets.org/faqs
https://sciencebasedtargets.org/faqs
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科学に基づく目標の設定がもたらす影響

科学に基づく目標の設定が投資
家の信頼にプラスの影響を与え
たと評価した企業の割合

科学に基づく目標の設定により、
戦略の一貫性と長期的なビジョ
ンが向上したと評価した企業の
割合

80% 76%
科学に基づく目標の設定が自社
の気候変動対策への意欲にプラ
スの影響を与えたと評価した企
業の割合

90%

出典：；科学に基づく目標設定が企業に与える影響 - サイエンス・ベースド・ターゲット・イニシアティブ

https://sciencebasedtargets.org/the-impact-of-setting-science-based-targets-on-businesses
https://sciencebasedtargets.org/the-impact-of-setting-science-based-targets-on-businesses
https://sciencebasedtargets.org/the-impact-of-setting-science-based-targets-on-businesses
https://sciencebasedtargets.org/the-impact-of-setting-science-based-targets-on-businesses


目標設定のプロセス

排出量削減目標が
なく、排出量データ
も限られている

排出量の総量目標
または原単位目標を
設定する

目標はスコープ1、2の排出量に加え、
スコープ3も対象とする

ネットゼロ目標を設定し、
SBTイニシアチブの認定
を受ける。 

https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-
for-environmental-action 

科学に基づく目標
（SBT）を設定し、
SBTイニシアチブの
認定を受ける

https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies/organizational-guide-for-environmental-action


SBTの概要
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科学に基づく目標（サイエンス・ベースド・ターゲット）とは？

科学に基づく目標は、気候変動による最悪の影響を防ぐために、
企業が温室効果ガス（GHG）排出量をどれだけ、どのくらいのスピードで

削減すべきかを示すものです。

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量

年

2050年まで
にネットゼロ

2
短期目標：地球温暖化を1.5℃未満に抑えることに整合
するペースで排出量を削減するための短期的な措置を
講じていることを保証する；

長期目標：企業が今後進むべき方向性を明確にし、
長期的な戦略および投資判断の指針とする；

年次開示：気候戦略がどのように実施されているかを
可視化し、目標に対する進捗状況を透明性をもって
開示する；

3

2

1

1 短期SBT
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目標策定
スコープ1および2の目標設定手法

SDA
（セクター別脱炭素化アプローチ）

- 同質なセクター
- 企業ごとに異なる削減率を設定
- IEA等セクター別炭素予算

- 全セクター（発電を除く）
- 全企業が同割合の削減率を設定
- IPCCの炭素予算シナリオ

収束縮小

*SBTiにより策定

総量削減



ネットゼロ目標の概要

28

ほとんどの企業は、ネットゼロを
達成する前に、排出量を90％以
上削減することが求められる。

ネットゼロ排出

1.5°C目標に
沿った排出経
路

排
出
量
（

tC
O

2 
e
）

2

吸収

バリューチェーン内での
排出削減

企業のバリューチェーンを超えた
削減または吸収

1

3

遅くとも2050年までに

5～10年
1

短期的な科学に基づく目標を設定する： 
1.5°Cの温室効果ガス排出削減経路に沿った5～10年単位
の排出削減目標

2
長期的な科学に基づく目標の設定： 
2050年までに、1.5°Cシナリオに沿った残留レベルまで排出
量を削減する目標 

3

残留排出量の相殺： 
企業が長期SBTを達成した際に大気中に放出される温室効
果ガス（GHG）は、大気からの炭素の恒久的な除去および貯
留を通じて相殺されることが求められています。

必須

4 バリューチェーンを超えた排出削減： 
ネットゼロへの移行において、企業は自社のバリューチェーン
を超えた排出削減に向けた措置を講じるべきである。例えば、
高品質な管轄区域別REDD+クレジットの購入、あるいは直
接空気回収（DAC）や地中貯留への投資など

4

推奨
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科学に基づく目標（SBTi）のリソース

資料の完全なリストについては、SBTiのリソースページをご参照
ください。以下が含まれます：

• SBTi目標の検証手続き（英）

• SBTi 短期目標に関する基準および推奨事項（V5.2）（英）

• SBTi基準評価指標 （英）

• 短期SBTを策定するためのSBTi目標設定ツール （英）

• SBTi ポータル・ネットゼロ・スタンダード （英）

• SBTi バリデーション・ポータル （英）

•

https://sciencebasedtargets.org/resources/
https://sciencebasedtargets.org/resources/files/Procedure-for-validation-of-SBTi-targets.pdf
https://sciencebasedtargets.org/resources/files/Procedure-for-validation-of-SBTi-targets.pdf
https://sciencebasedtargets.org/resources/files/SBTi-criteria.pdf
https://sciencebasedtargets.org/resources/files/SBTi-Criteria-Assessment-Indicators.pdf
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsciencebasedtargets.org%2Fresources%2Ffiles%2FSBTi-target-setting-tool.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsciencebasedtargets.org%2Fresources%2Ffiles%2FSBTi-target-setting-tool.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsciencebasedtargets.org%2Fresources%2Ffiles%2FSBTi-target-setting-tool.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Net-Zero-Standard.pdf
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Net-Zero-Standard.pdf
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Net-Zero-Standard.pdf
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Net-Zero-Standard.pdf
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Net-Zero-Standard.pdf
http://www.sbtiservices.com/


重要データポイント
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スコープ3および排出量の検証



事業活動に伴う排出量

スコープ1 
報告企業が直接排出する温室効果ガス

スコープ2 
報告企業のエネルギー使用により他者が
排出する温室効果ガス

バリューチェーン上の排出量

スコープ3 
上流(サプライチェーン)と下流(製品の使用)
の両方の排出を含む、報告企業のバリュー
チェーンで発生するすべての間接的なGHG
排出(スコー プ2には含まれません)。

排出量算定について

31

リンク：温室効果ガスプロトコル：コーポレート・スタンダード

https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard


ポイント： 排出データ – スコープ3

32

スコープ3、バリューチェーン排出量- 

事業に関連して発生するが、所有また

は管理していない排出源からの他のす

べての排出量。

例:

購入した商品とサービス、輸送と流通、

および販売された製品の使用

スコープ3排出量の算定方法として、GHGプロトコルは、
企業の事業活動の上流および下流における15の活動カ
テゴリーを含むScope 3スタンダードを提供しています。
関連するすべての計算方法に関する詳細なテクニカルガイ
ダンスは、スコープ3基準の補足文書であるスコープ3テク
ニカルノートに記載されています。

32

完全版
7.8

SME版
20.7

参考資料：

1. CDPのスコープ3カテゴリーテクニカルノート（英）

2. 温室効果ガスプロトコル 企業バリューチェーン（スコ
ープ3）算定・報告基準（英）

3. 温室効果ガスプロトコル スコープ3算定ガイダンス
（英）

4. ウェビナー：スコープ3の影響の算定と削減方法（英）

5. グリーン・バリューチェーンプラットフォーム | 環境省

https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard#:~:text=The%20Scope%203%20Standard%20provides%20a%20methodology%20that,make%20Scope%203%20accounting%20more%20easy%20and%20accessible.
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard#:~:text=The%20Scope%203%20Standard%20provides%20a%20methodology%20that,make%20Scope%203%20accounting%20more%20easy%20and%20accessible.
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard#:~:text=The%20Scope%203%20Standard%20provides%20a%20methodology%20that,make%20Scope%203%20accounting%20more%20easy%20and%20accessible.
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard#:~:text=The%20Scope%203%20Standard%20provides%20a%20methodology%20that,make%20Scope%203%20accounting%20more%20easy%20and%20accessible.
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard#:~:text=The%20Scope%203%20Standard%20provides%20a%20methodology%20that,make%20Scope%203%20accounting%20more%20easy%20and%20accessible.
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard#:~:text=The%20Scope%203%20Standard%20provides%20a%20methodology%20that,make%20Scope%203%20accounting%20more%20easy%20and%20accessible.
https://ghgprotocol.org/scope-3-calculation-guidance-2
https://ghgprotocol.org/scope-3-calculation-guidance-2
https://ghgprotocol.org/scope-3-calculation-guidance-2
https://ghgprotocol.org/scope-3-calculation-guidance-2
https://ghgprotocol.org/scope-3-calculation-guidance-2
https://vimeo.com/368765379
https://vimeo.com/368765379
https://vimeo.com/368765379
https://vimeo.com/368765379
https://vimeo.com/368765379
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/index.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/index.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/index.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/index.html


スコープ3のカテゴリー関する
カテゴリーの関連性

• GHGプロトコルでは、スコープ3排出量
を15のカテゴリーに分類しています。

• 企業は、自社の事業に関連するカテゴリ
ーを評価し、決定する必要があります。

• ベストプラクティスとして、関連する全て
のカテゴリーについて測定・報告を行う
必要があります。

主要なカテゴリー

• 多くの取引先は、サプライヤーに対して
少なくともカテゴリー1（購入品）の報告
を求めていますが、業種によってはその
他のカテゴリーも対象となります。

33
スコープ3セクター別関連性に関するCDPテクニカルノート （英）

https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/PXGUPCinXE2AvHBxnLPTT/9e1bb322cddb850e3e00cc8c855439f3/Scope_3_Relevance_by_Sector__-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/PXGUPCinXE2AvHBxnLPTT/9e1bb322cddb850e3e00cc8c855439f3/Scope_3_Relevance_by_Sector__-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/PXGUPCinXE2AvHBxnLPTT/9e1bb322cddb850e3e00cc8c855439f3/Scope_3_Relevance_by_Sector__-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/PXGUPCinXE2AvHBxnLPTT/9e1bb322cddb850e3e00cc8c855439f3/Scope_3_Relevance_by_Sector__-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/PXGUPCinXE2AvHBxnLPTT/9e1bb322cddb850e3e00cc8c855439f3/Scope_3_Relevance_by_Sector__-_Technical_note_2026.pdf
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ポイント： 検証

34

GHG排出量データの検証/保証は、
CDPに認定を受けた独立した第三者に
よって実施されるプロセスです。

検証が重要な理由:
• 内部プロセスの改善
• ステークホルダー(顧客、投資家など)に対するデータの信頼

性の向上
• リスクと機会の特定
• 評価の向上、競争優位性の獲得
• 規制および法令への整合 (例:非財務報告)
• 運用上の排出量の正確な把握

このような理由から、CDPは環境報告におけるグッドプラク
ティスとして検証と保証を推奨しています。検証情報は、完全版
質問書のスコアリング基準の中でも非常に重要です。

参考資料：

1. CDP検証ガイダンス（日）

2. 気候データの第三者検証がもたらすビジネス
上のメリット

3. CDP検証に関するよくある質問 （英） 34

SME版
20.8

完全版
7.9

https://www.cdp.net/ja/disclose/verification
https://www.cdp.net/ja/disclose/verification
https://www.cdp.net/ja/disclose/verification
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/003/117/original/The-business-benefits-of-third-party-verification-of-climate_data.pdf?1523441306
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/003/117/original/The-business-benefits-of-third-party-verification-of-climate_data.pdf?1523441306
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/003/117/original/The-business-benefits-of-third-party-verification-of-climate_data.pdf?1523441306
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4SLcCPz5VQzHjlTCK2ozFS/780b187b644f82074d736d69b80789ad/Verification_FAQs.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4SLcCPz5VQzHjlTCK2ozFS/780b187b644f82074d736d69b80789ad/Verification_FAQs.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4SLcCPz5VQzHjlTCK2ozFS/780b187b644f82074d736d69b80789ad/Verification_FAQs.pdf


重要データポイント

35

サプライチェーンに関する質問



36

ポイント： 排出原単位算出の例

36

売上を用いた排出原単位の計算例

0.06 
MT CO2 e / 円

=
300,000 MT CO2e

5,000,000 円

売上高を用いた排出強度の計算式

GHG排出原単位
（MT CO2e/売上高）

=
(スコープ1総排出量) + (スコープ2総排出量)

(年間総売上高)

36

完全版
7.45

SME版
該当なし



ポイント：排出量の割り当て

37

GHG排出量を顧客に割り当てることで、報告
期間中に顧客に販売された商品や製品に関連
する排出量を明確にすることができます。

割り当てることで、以下の点に役立ちます。
• サプライチェーン排出量のより良いモデル
• 目標に向けた進捗への貢献度を評価する
• コラボレーションの機会を特定し、優先順位
を付ける

GHG排出量を割り当てる際に考慮すべきデータポイント
• 排出範囲(例:スコープ1/スコープ2/スコープ3)
• 割り当てレベル(例:施設/ビジネスユニット/全社)
• CO2eのトンでの排出量
• 割り当て方法(例:収益/市場価値または商品の数量/

その他の物理的要因に基づく割り当て)
• 検証

参考情報:
1. ウェビナー:排出量の割り当て （英）
2. GHGプロトコルスコープ3会計基準第8章 （英）

顧客企業から要請を受けた場合にのみ表示される質問に対
する回答は、CDPの回答を非公開にするか公開にするかに
かかわらず、要請元企業にのみ表示されます。

完全版 
7.26

SME
20.12 

https://vimeo.com/340042632
https://vimeo.com/340042632
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard


割り当て方法

物理的割り当て係数

• 質量

• 体積

• エネルギー

• 化学

• 単位数

• その他の物理的要因

38

経済的割り当て係数

• 市場価値

• 支出

顧客企業への排出量の割り当てには、
様々なアプローチがあります。

※ こちらでは主要な手法を示しており、これ以外の手法
が認められないということではございません。



ポイント：排出量の割り当て

貴組織の売上額に対して、取引先が占める割合（取引額）に基づき
排出量を割り当てる計算式

温室効果ガス
排出量の割り当て

=
取引先との取引額

×  
スコープ1またはスコープ2
の温室効果ガス総排出量

総売上額

取引額に基づき排出量を割り当てる具体例

要請元へのスコープ1温室
効果ガス排出量の割り当て

250トンCO2e 
=

要請元取引先との取引額

 5000万円
×  

10万トンCO2 e
（全社スコープ1温室効果

ガス排出量）総売上額

200億円

完全版 
7.26

SME版
20.12 



ポイント：協働の機会
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取引先との協働の機会について報告することで、
貴組織は環境リスクの低減を図るとともに、
貴組織および取引先の双方に利益をもたらす
機会の創出に向けて、サプライチェーンメンバー
との連携方法を提案することができます。

考慮すべきデータポイント：
• 環境課題
• イニシアチブのカテゴリー

• 認証
• 調達条件の変更
• サプライヤーの業務への変更
• コミュニケーション
• イノベーション
• 物流の変革
• 共同行動の促進
• 取引関係におけるサステナビリティ評価
• トレーサビリティと透明性

サプライチェーンに関する質問への回答は、CDPの回答を
非公開にするか公開にするかにかかわらず、要請元企業に
のみ表示されます。

完全版 
5.12  

SME版
18.4 



重要データポイント
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ベストプラクティスに関するその他の詳細データポイント
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その他の詳細データポイント

気候移行計画を策定することで、貴組織が長期的な地球規模の気候目標に沿
って行動しており、ネットゼロカーボン経済においても貴組織のビジネスモデル
が引き続き有効であることを取引先に示すことができます。 

環境への影響に社内でコストを設定することで、無駄な排出やエネルギー使用を
特定して効率化し、炭素税などの将来的な価格変動に備えることができます。

シナリオ分析は、持続可能な経済への移行の一環として、組織の事業
戦略を策定するための有益なツールと考えられています。

5.2 気候移行計画

インターナル・カーボンプライス 5.10   5.10.1

5.1  5.1.1  5.1.2シナリオ分析

カーボンプライシング設定に関するCDPテクニカルノート　（英）

カーボンプライシング設定に関する
CDPテクニカルノート （英）

気候変動に関するCDPテクニカルノート　（英）

気候変動に関するCDPテクニカルノート （英）

シナリオ分析に関するCDPテクニカルノート（英） 

シナリオ分析に関するCDPテクニカルノート （英）

https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/1WUlWCO4OaTKPbh1mGZ2O0/7461ac0626d0355a2a94454a241720e6/Carbon_Pricing_-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/1WUlWCO4OaTKPbh1mGZ2O0/7461ac0626d0355a2a94454a241720e6/Carbon_Pricing_-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/1WUlWCO4OaTKPbh1mGZ2O0/7461ac0626d0355a2a94454a241720e6/Carbon_Pricing_-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/1WUlWCO4OaTKPbh1mGZ2O0/7461ac0626d0355a2a94454a241720e6/Carbon_Pricing_-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/1WUlWCO4OaTKPbh1mGZ2O0/7461ac0626d0355a2a94454a241720e6/Carbon_Pricing_-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4Fu2tlK6UsvaLDRBvG3Ft3/174b2dc16062e8f1a4fe33f562804bc0/Climate_Transition_Plans_-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4Fu2tlK6UsvaLDRBvG3Ft3/174b2dc16062e8f1a4fe33f562804bc0/Climate_Transition_Plans_-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4Fu2tlK6UsvaLDRBvG3Ft3/174b2dc16062e8f1a4fe33f562804bc0/Climate_Transition_Plans_-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/1WUlWCO4OaTKPbh1mGZ2O0/7461ac0626d0355a2a94454a241720e6/Carbon_Pricing_-_Technical_note_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4IITlCMjeI1c7PcEED2vAh/286b65f5cf5f3c40bfec6feec9fc8e9e/Scenario_Analysis_-_Technical_note_-_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4IITlCMjeI1c7PcEED2vAh/286b65f5cf5f3c40bfec6feec9fc8e9e/Scenario_Analysis_-_Technical_note_-_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4IITlCMjeI1c7PcEED2vAh/286b65f5cf5f3c40bfec6feec9fc8e9e/Scenario_Analysis_-_Technical_note_-_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/4IITlCMjeI1c7PcEED2vAh/286b65f5cf5f3c40bfec6feec9fc8e9e/Scenario_Analysis_-_Technical_note_-_2026.pdf


ベストプラクティスと
主なリソース
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CDP 2026 開示情報： 
重要な日程、ガイダンスやリソース
へのリンク、主な変更点などが含ま
れます。

開示方法： 
開始方法のステップバイステップガ
イド、CDPの技術的ガイダンスなど
を掲載しています。

CDP質問書、スコアリング基準
およびガイドライン

報告に関するヒント
• 空白のセル、誤り、不整合を避けてください。

• スコアリング基準とガイダンスを参照して質問書を確認し、

各質問のすべての基準を満たしていることを確認してくだ

さい。

• 質問書内の本のアイコン（ブックアイコン）をクリックして、

各質問のガイダンスを開いてください。

• 定性的な回答については、明確な説明、根拠、および自社

固有の回答を記載してください。

• ステークホルダーへの働きかけおよび質問書回答を担当

するチームメンバーを特定し、割り当ててください。

• 要請元の取引先が具体的に提示した質問やデータ項目を、

優先的にご対応ください。

https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026
https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose
https://myportal.cdp.net/guidance?utm_source=hub_website&utm_medium=referral&utm_content=button_intro&locale=ja
https://myportal.cdp.net/guidance?utm_source=hub_website&utm_medium=referral&utm_content=button_intro&locale=ja
https://myportal.cdp.net/guidance?utm_source=hub_website&utm_medium=referral&utm_content=button_intro&locale=ja
https://myportal.cdp.net/guidance?utm_source=hub_website&utm_medium=referral&utm_content=button_intro&locale=ja
https://myportal.cdp.net/guidance?utm_source=hub_website&utm_medium=referral&utm_content=button_intro&locale=ja


マイポータルから
公開回答を検索

45スコアとAリスト - CDP

https://www.cdp.net/ja/data/scores
https://www.cdp.net/ja/data/scores
https://www.cdp.net/ja/data/scores
https://www.cdp.net/ja/data/scores
https://www.cdp.net/ja/data/scores


ガイダンスとサポート
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• ウェブサイトより開示ガイダンスページを

ご覧ください。

• CDP質問書について

• 利用可能なすべてのガイダンス文書まとめ

• 質問書とガイダンス、スコアリング基準

https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026
https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026
https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026
https://www.cdp.net/ja/disclose/question-bank
https://www.cdp.net/ja/disclose/question-bank
https://www.cdp.net/ja/disclose/question-bank
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#disclosure-and-scoring-materials
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=ja
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=ja
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=ja
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=ja
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=ja


CDPのヘルプセンター
ご利用方法

47

• https://help.cdp.net/

• ナレッジベース：すぐに役立つセルフヘルプ記事

• 「マイサポート」 - ログイン後、CDPへのチケットを発行
できるようになり、アカウントにリンクされた問い合わ
せが可能。

• 多言語対応：英語、中国語（簡体字）、日本語、ポルトガ
ル語、スペイン語

https://help.cdp.net/
https://help.cdp.net/
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/
https://help.cdp.net/en-US/open-new-case/
https://help.cdp.net/en-US/open-new-case/
https://help.cdp.net/en-US/open-new-case/
https://help.cdp.net/en-US/open-new-case/


CDPサプライヤー・サポート・トレーニングのご案内

CDPは、要請のあったサプライヤーに環境報告の利点や、質問書の重要項目等を知っていただくために、
複数の言語でサプライヤーのグループトレーニングを開催しています。

シリーズ名 日付範囲

2026年情報開示サイクルの紹介 6月中旬～下旬

SMEシリーズ：気候変動
SMEシリーズ：水セキュリティとフォレスト

6月中旬～下旬

気候変動：初心者向け
気候変動：経験者向け

6月中旬～下旬

水セキュリティ 6月中旬～下旬

フォレスト 6月中旬～下旬

地域登録ページ 対応言語

アジア太平洋 英語

中国 マンダリン

ヨーロッパ
英語、ドイツ語、フラン
ス語、イタリア語

日本 日本語

ラテンアメリカ
ブラジル・ポルトガル語

ラテンアメリカ スペイン語

北米 英語

48

日本においては、ソコテック・サーティフィケーション・ジャパン株式会社をお招きし、SSBJ基準の概要、情
報開示における第三者検証のプロセスおよびそのポイント、ならびに保証における内部統制の確認ポイント
について解説いただきます。6月中に専用ページに録画を公開いたします。

https://www.cdp.net/en/events/group-support-trainings-apac-2026
https://www.cdp.net/en/events/group-support-trainings-china-2026
https://www.cdp.net/en/events/group-support-trainings-emea-2026
https://www.cdp.net/ja/events/group-support-trainings-japan-2026
https://www.cdp.net/en/events/group-support-trainings-latin-america-portuguese-2026
https://www.cdp.net/en/events/group-support-trainings-latin-america-spanish-2026
https://www.cdp.net/en/events/group-support-trainings-north-america-2026
https://www.cdp.net/ja/partners/socotec
https://www.cdp.net/ja/events/global-group-in-depth-trainings-2026


開示に関するその他の注意点
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要請の承諾

• 要請は開示サイクルの途中で追加される場合もあるため、定期的に確認し、
忘れず「承諾」していただくようお願いいたします。これにより、提出時にすべての要請元がデータ
を受け取れるようになります。

• 貴組織の報告範囲内に、取引先からの要請を受けている子会社がある場合があります。
これらの要請を必ず確認し、該当する場合は受理していただきますようお願いいたします。

• CDP記事：要請の承認方法

CDPの言語

• 開示には、CDPの主要言語のいずれかを選択できます。なお、スコアリングの対象となるのは
CDPの主要言語のみです。「その他」を選択した言語での回答はスコアリングされませんのでご
注意ください。

• 主要言語には、英語、日本語、簡体字中国語、ブラジルポルトガル語、スペイン語が含まれます

• 特記事項：ポルトガル語で開示する場合は、「ブラジルポルトガル語」を選択してください。

CDPナレッジベースよりその他のサポート記事をご覧ください。

https://help.cdp.net/en-us/knowledgebase/article/KA-01090
https://help.cdp.net/en-us/knowledgebase/article/KA-01090
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/


2026年の情報開示のためのリソース

• 質問書と報告ガイダンス

• CDP2026質問書における変更点

• CDPの開示およびスコアリング関連資料

• CDP ヘルプセンターおよびサポートチケット用ナレッジベース

• よくある質問(FAQ)

CDP炭素会計ウェビナー （英）

• GHG排出量算定 (入門編) （日）

• スコープ1排出量トレーニング （英）

• スコープ2排出量トレーニング （英）

GHG排出量算定リソースと科学的根拠に基づく目標リソース

• 環境省 - グリーン・バリューチェーンプラットフォーム（日）

• 環境省 - 温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度ウェブサイト（日）

• GHGプロトコル企業基準 （英）

• GHGプロトコル計算ツール （英）

• 中小企業気候ハブ計算機 （英）

• 科学に基づく目標に関するCDPテクニカルノート （英）

• よくある質問-科学に基づく目標イニシアティブ （英）

スコアリング対象となる

回答提出期限

2026年9月14日週

https://myportal.cdp.net/guidance?utm_source=how_to_disclose&utm_medium=referral&utm_content=button_panel_mid&locale=ja
https://myportal.cdp.net/guidance?utm_source=how_to_disclose&utm_medium=referral&utm_content=button_panel_mid&locale=ja
https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026#changes-to-the-2026-questionnaire
https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026#changes-to-the-2026-questionnaire
https://www.cdp.net/ja/disclosure-2026#changes-to-the-2026-questionnaire
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#scoring-materials
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#scoring-materials
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#scoring-materials
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#scoring-materials
https://www.cdp.net/ja/disclose/how-to-disclose#scoring-materials
https://help.cdp.net/ja-JP/
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/
https://www.cdp.net/ja/faqs
https://www.cdp.net/ja/faqs
https://www.cdp.net/ja/faqs
https://vimeo.com/showcase/6024592
https://vimeo.com/showcase/6024592
https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.youtube.com%2Fwatch%3Fv%3DFuiB8XLdyG0&data=05%7C02%7Cariunjargal.amarbayar%40cdp.net%7C88512c556fb54d7a544508de907a10e1%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639107051598386330%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ynRuVtZNWriPd1SZ%2B2cbu1jGNHXIwvUGHdrRoItJblU%3D&reserved=0
https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.youtube.com%2Fwatch%3Fv%3DFuiB8XLdyG0&data=05%7C02%7Cariunjargal.amarbayar%40cdp.net%7C88512c556fb54d7a544508de907a10e1%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639107051598386330%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ynRuVtZNWriPd1SZ%2B2cbu1jGNHXIwvUGHdrRoItJblU%3D&reserved=0
https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.youtube.com%2Fwatch%3Fv%3DFuiB8XLdyG0&data=05%7C02%7Cariunjargal.amarbayar%40cdp.net%7C88512c556fb54d7a544508de907a10e1%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639107051598386330%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ynRuVtZNWriPd1SZ%2B2cbu1jGNHXIwvUGHdrRoItJblU%3D&reserved=0
https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.youtube.com%2Fwatch%3Fv%3DFuiB8XLdyG0&data=05%7C02%7Cariunjargal.amarbayar%40cdp.net%7C88512c556fb54d7a544508de907a10e1%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639107051598386330%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ynRuVtZNWriPd1SZ%2B2cbu1jGNHXIwvUGHdrRoItJblU%3D&reserved=0
https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.youtube.com%2Fwatch%3Fv%3DFuiB8XLdyG0&data=05%7C02%7Cariunjargal.amarbayar%40cdp.net%7C88512c556fb54d7a544508de907a10e1%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639107051598386330%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ynRuVtZNWriPd1SZ%2B2cbu1jGNHXIwvUGHdrRoItJblU%3D&reserved=0
https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.youtube.com%2Fwatch%3Fv%3DFuiB8XLdyG0&data=05%7C02%7Cariunjargal.amarbayar%40cdp.net%7C88512c556fb54d7a544508de907a10e1%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639107051598386330%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ynRuVtZNWriPd1SZ%2B2cbu1jGNHXIwvUGHdrRoItJblU%3D&reserved=0
https://vimeo.com/showcase/6024592/video/398283487
https://vimeo.com/showcase/6024592/video/398283487
https://vimeo.com/showcase/6024592/video/398283487
https://vimeo.com/showcase/6024592/video/398283487
https://vimeo.com/showcase/6024592/video/398288263
https://vimeo.com/showcase/6024592/video/398288263
https://vimeo.com/showcase/6024592/video/398288263
https://vimeo.com/showcase/6024592/video/398288263
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/index.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/index.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/index.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/index.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/index.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/index.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/index.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/index.html
https://ghgprotocol.org/corporate-value-chain-scope-3-standard#:~:text=The%20Scope%203%20Standard%20provides%20a%20methodology%20that,make%20Scope%203%20accounting%20more%20easy%20and%20accessible。
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https://sciencebasedtargets.org/faq/
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• 質問書全体に回答できない場合はどうすればよいですか？
• CDPでは、まったく回答しないよりも、部分的な回答の提出を推奨しています。
• 全てに回答するのが難しい場合、取引先から指定された重要な質問に優先的にご回答ください。
• 初めてのご回答において完璧さは求めておりません。できる限りの対応をお願いしております。

• 回答事務費用を支払う必要がありますか？
• 2026年、取引先の企業からのみ要請を受けて回答する場合は、回答事務費用を支払う

必要はありません。
• 一方で、CDPキャピタルマーケッツ署名機関からも情報開示を求められている場合には、

回答事務費用のお支払いが必要となります。

詳細な説明については、CDPのウェブサイト 「FAQs（よくあるご質問）」 をご参照ください。

https://www.cdp.net/ja/faqs
https://www.cdp.net/ja/faqs
https://www.cdp.net/ja/faqs
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• 非英語圏の国に拠点がある場合でも、CDPはサポートしてくれますか？
• CDPには、サプライヤーがCDPの情報開示要請を理解できるよう支援する

グローバルスタッフが在籍しています。現地でのサポート依頼や、
各国で開催されるワークショップやウェビナーについて知りたい場合は、
多言語に対応しているCDPヘルプセンターをご利用ください。

• CDPは質問書の回答を支援する複数のガイダンス文書も公開しています。

• データ保護および機密性について懸念があります。
• サプライチェーンの質問で報告されたデータおよび情報は、要請元企業にのみ

公開されます。他の企業はその情報にアクセスできません。
• 取引先からのみ要請を受けている場合、Aスコアを除き、スコアは公開されません。

（Aスコアは公開されます。）
• CDP質問書に関する利用規約はこちらでご覧いただけます。

https://help.cdp.net/ja-JP/
https://help.cdp.net/ja-JP/
https://cdp.net/ja/terms-and-conditions


本日はご参加いただきありがとうございました。

ご不明点ございましたら、ポータルにサインイン後、
ヘルプセンターよりお問い合わせください。 

https://help.cdp.net/ja-JP/
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